
 

会   議   録 

 

名  称  令和５年度 松山市社会福祉審議会地域福祉専門分科会（第３回） 

事 務 局 

 保健福祉部保健福祉政策課 調整・評価担当 

  T E L  ０８９（９４８）６８２１ 

  F A X  ０８９（９３４）１８３２ 

開催日時  令和５年１１月９日（木） 午後１時３０分～午後２時４０分 

開催場所  松山センタービル１号館４階 第１会議室 

出席者 

委 員 
 石丸委員、川口委員、田中委員、長谷川委員、逸見委員、宮田委員、村岡委員、   

村上委員、矢野委員、芳野委員 （五十音順・敬称略） 計１０名 

事務局 
 保健福祉政策課 橋口課長、高松副主幹、曽根主査、市川主任 

 （市社協 堀江部長、原井川課長、秋元 ３名同席） 

議  題 
議案第１号 第５期松山市地域福祉計画・地域福祉活動推進計画(案)につい    

て 

議事内容 

１． 開会 

分科会委員総数１５名中１０名の出席で過半数に達していることから、松山

市社会福祉審議会条例施行規則の規定に基づき、本会が成立していることを報

告した。 

 

２． 議事 

議案第１号 第５期松山市地域福祉計画・地域福祉活動推進計画（案）につ 

いて 

 

 戒田委員（欠席）からの、計画を多くの人に分かってもらうということか

ら、骨子の一部表現について、より分かりやすい表現とした方が良いのでは

ないかという事前意見を報告し、事務局の修正案について了承を得た。 

 

＜事務局説明＞ 

 

（宮田委員）障がいの「がい」という表現に注意いただいているが、「障害者

手帳」という名称は漢字表記のままか。 

（橋口課長）法的用語としては表記が変わっていない。 

（矢野委員）骨子の表現修正について、計画案の該当箇所全てに反映される

という認識で間違いないか。 

（橋口課長）その認識で間違いない。 

（金村委員）（欠席・事前意見） 

前回分科会において、縦割りの仕組みだけではなく、組織に横

串を刺せるような仕組みづくりの検討を「今後の課題」として

盛り込むよう提案していたが、現時点で今後の課題の中に入っ

ていないのは何故か。 

（橋口課長）本市も縦割りを超える重要性は認識しており、本計画の第２章

で「地域共生社会の実現に向けて」や、新たに「重層的支援体

制整備事業」を記載するとともに、今後の課題においても、縦

割りや分野を超えた庁内連携を含めて課題として記載してい

る。計画の方向性としては委員と同じであるため、計画案での

表現については、パブリックコメントで出た意見も踏まえ、当

会で計画の最終案を御審議いただく際に、併せて御審議いただ

きたい。 

（田中委員）へこまんくんについて、吹き出しで分かりにくいところの説明

をするなど、もっと活用したら計画の認知度も上がるのではな

いか。 

（橋口課長）イラストが入るともっと見やすくなるため、工夫したい。 



 

（川口委員）表紙の、「この計画書を手に取られた方へ」のところ、「よかっ

たら」という部分を、「どうぞ」や「ぜひ」として、手に取って

裏表紙まで見てもらえるようにしたらどうか。 

（橋口課長）手に取ってもらえるよう表現について工夫したい。 

 

 修正後のパブリックコメント実施について了承を得た。    

 

３． 閉会 

 

備考（資料） 

 （配布資料） 

 ○令和５年度 第３回 松山市社会福祉審議会 地域福祉専門分科会 次第 

 ○地域福祉専門分科会配席図 

 ○地域福祉専門分科会委員名簿 

○第５期松山市地域福祉計画・地域福祉活動推進計画(案) 

公開・非公開 全部公開          部分公開          非公開 

傍聴者数   ０人（２席） 

 


